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問 119　 ₂種類の染色法を用いて細菌Ａについて調べた。染色法 ₁（グラム染色）では

明瞭な染色像が観察されなかったため、染色法 ₂（抗酸染色）での染色を行ったと

ころ、染色法 ₂では陽性であった。染色法 ₁、 ₂の染色操作を図に示した。

染色法 ₁ 染色法 ₂

スライドグラスに菌を塗抹 スライドグラスに菌を塗抹
乾燥、固定 乾燥、固定

クリスタルバイオレット液を滴下 石炭酸フクシン液を滴下

₂分間放置
水洗

染色
₃～ ₅分間加温
冷却後、水洗

染色

ルゴール液を滴下 塩酸アルコールを滴下（₂₀ 秒間）

媒染
₃₀ 秒間放置
水洗

脱色 水洗

エタノールを滴下（₂₀ 秒間） メチレンブルー液を滴下

脱色 水洗 対比染色
₃₀ 秒間放置
水洗、乾燥

サフラニン液を滴下 顕微鏡で観察

対比染色
₂分間放置
水洗、乾燥

顕微鏡で観察

細菌Ａとこれらの染色法に関する記述のうち、正しいのはどれか。2つ選べ。

1　細菌Ａは、ペプチドグリカン層に加えて染色法 ₁での染色に抵抗性の細胞壁成

分を持っている。

2　ペプチドグリカン層が厚い細菌では、クリスタルバイオレットとルゴール液で

つくられた色素がエタノールで除去される。

3　高級脂肪酸やワックスに富む細胞壁成分を持つ細菌は、染色法 ₂で染色されな

い。

4　細菌Ａの細胞壁は、融点の低い脂質に富んでおり、加温すると石炭酸フクシン

の透過性が増す。

5　染色法 ₁の陽性細菌は青紫色、染色法 ₂の陽性細菌は赤色に染まる。
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